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牛群検定ビッグデータ（その40）
～疾病抵抗性指数の公表～

牛群検定のビッグデータからわかるいろいろなことを本コーナーで紹介していきます。
2025－ 8 月評価より疾病抵抗性指数の遺伝評価が開始されました。
7道県のNOSAIより提供された診療データを利用して、6つの疾病に対する抵抗性を評価した指数になります。
診療データ（表現型）を持たない検定牛であっても、SNP検査を行う事で疾病抵抗性指数のゲノミック評価値
を利用することができます。
疾病抵抗性指数は、改良情報の個体情報に掲載（図 1）し、元となる 6つの疾病に対する抵抗性は、Webシス
テムで確認できます。
図 2と図 3は今回新たに公表された評価値の推移をグラフにしたものです。
体細胞スコアや在群能力等の間接選抜により疾病抵抗性は改善傾向にありますが、牛群検定における除籍理由
（全国）では過半数の牛が疾病に関する理由で除籍※となっています。
※乳器障害17.6％、繁殖障害19.7％、疾病18.8％、低能力15.7％、死亡28.2％
　（令和 5年度乳用牛群能力検定成績のまとめ表21除籍理由別頭数の月別推移より）
遺伝率が低い形質のため、NTPと組合せて使う等の注意点もありますが、国内の診療データをもとにした日本の
飼養環境下での能力になりますので、供用年数の改善、遺伝的能力にもとづいた選抜淘汰等に役立てましょう。

図１　改良情報における疾病抵抗性指数の表示

図2　参考　疾病抵抗性指数の推移

図3　参考　疾病抵抗性指数を構成する形質の推移


